
第73号 日本共産党の活動と政策を紹介します。 2022年 10・11月

「
基
本
計
画
（
協
議
会
案
）
」
で

は
、
ま
ず
、

①
「
佐
屋
中
学
校
と
立
田
中
学
校

を
統
合
し
、
佐
屋
中
学
校
に
配
置

（
令
和
８
年
度
ま
で
が
望
ま
し
い
）
」

②
「
八
開
中
学
校
と
佐
織
西
中
学

校
を
統
合
し
、
佐
織
西
中
学
校
に

配
置
（
速
や
か
に
）
」
し
ま
す
。

生
徒
の
減
少
が
す
す
め
ば

永
和
中
・
佐
織
中
も
統
合

さ
ら
に
、

③
「
永
和
中
学
校
は
、
過
小
規
模

校
に
な
る
ま
で
に
、
佐
屋
・
立
田

統
合
中
学
校
へ
追
統
合
（
令
和
10

年
度
ま
で
に
検
討
開
始
見
込
み
）
」

④
「
佐
織
中
学
校
と
八
開
・
佐
織

西
統
合
中
学
校
の
ど
ち
ら
か
が
過

小
規
模
校
と
な
る
ま
で
に
統
合
」

と
、
生
徒
の
減
少
が
す
す
め
ば
、

愛
西
市
に
２
つ
の
中
学
校
し
か
残

り
ま
せ
ん
。

立
田
地
区
・
八
開
地
区
は

小
学
校
も
統
廃
合
を
検
討

小
学
校
も
、
開
治
小
学
校
は
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
統
廃
合
を
決

定
。
立
田
北
部
小
学
校
・
立
田
南

部
小
学
校
・
八
輪
小
学
校
は
、
速

や
か
に
検
討
開
始

と
、
す
ぐ
に
も
統

廃
合
を
す
す
め
る

勢
い
で
す
。

「
基
本
本
計
画
（
協
議
会
案
）
」

こ
れ
か
ら
４
地
区
で
協
議

教
育
委
員
会
は
、
今
後
、
「
基
本

計
画
（
協
議
会
案
）
」
を
地
区
協
議

会
で
協
議
し
、
今
年
度
中
に
決
定

し
ま
す
。

地
区
協
議
会
は
、
佐
屋
・
立
田
・

八
開
・
佐
織
の
４
地
区
に
作
ら
れ
、

委
員
は
各
地
区
11
名
、
６
回
の
協

議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
説

明
会
も
６
回
の
中
で
地
区
協
議
会

が
主
体
的
に
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
協
議
会
の
委

員
が
、
地
区
協
議
会
の
委
員
に
入

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
「
統
廃
合

に
納
得
で
き
な
い
の
で
地
区
協
議

会
に
は
入
ら
な
い
」
と
明
言
し
て

い
る
委
員
も
い
ま
す
。

ま
の
議
員

「
統
廃
合
で
な
く
、
児
童
生
徒
の

確
保
、
魅
力
あ
る
教
育
の
検
討
を
」

ま
の
議
員
は
９
月
議
会
の
一
般

質
問
で
「
今
後
、
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
の
た
び
に
、
統
廃
合
を
し

て
い
く
の
は
無
理
が
あ
る
。

児
童
・
生
徒
の
確
保
や
魅
力
あ

る
教
育
の
実
施
な
ど
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

質
問
し
ま
し
た
。

①
生
徒
・
児
童
が
減
れ
ば
そ
れ
だ

け
統
廃
合
を
す
す
め
、
中
学
校
は

２
校
に
す
る
。

②
通
学
圏
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で

は
自
転
車
通
学
、
そ
れ
以
遠
は
、

通
学
方
法
を
検
討
す
る
。

と
い
う
提
案
は
、
生
徒
を
無
視
し

た
全
く
ひ
ど
い
提
案
で
す
。

市
の
都
合
を
優
先
す
る
の
で
は

な
く
、
統
合
計
画
決
定
待
ち
に
な
っ

て
い
る
老
朽
校
舎
の
改
修
を
す
ぐ

に
お
こ
な
い
、
児
童
生
徒
の
安
心

安
全
な
学
習
環
境
の
整
備
こ
そ
先

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
は
学
校
統
廃
合
に
固
執

教
育
部
長
は
、
「
児
童
・
生
徒

が
減
少
す
れ
ば
計
画
を
見
直
す
。

教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
」

と
学
校
統
廃
合
に
固
執
す
る
答
弁

で
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
学
校

支
援
と
し
て
、
市
独
自
の
教
員
採

用
や
小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

愛
西
市
と
愛
西
市
教
育
委
員
会

に
は
、
学
校
統
廃
合
前
提
の
議
論

は
見
直
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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愛西市委員会

地元の中学校がなくなる！

２校に減らす計画は撤回せよ！

当
面
は
立
田
中
を
佐
屋
中
へ
、
八
開
中
を
佐
織
西
中
へ

将
来
は
佐
屋
中
と
佐
織
地
区
の
２
校
に

日
本
共
産
党
（
ま
の
和
久
議
員
）

「
統
廃
合
前
提
の
議
論
は
見
直
し
、
老
朽
校
舎
を
早
急
に
改
修
を
」

学校統廃合のながれ

永 和 中 佐 屋 中 立 田 中 八 開 中 佐織西中 佐 織 中

永 和 中 佐 屋 中 佐織西中 佐 織 中

佐 屋 中 佐織中か佐織西中

わ
ず
か
２
カ
月
で

決
め
る
の
は
許
せ
な
い

「
学
校
統
廃
合
」
と
い
う
重
大

な
問
題
を
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
も

と
ら
ず
、
少
数
の
代
表
委
員
だ
け

で
決
め
る
こ
と
は
疑
問
で
す
。
し

か
も
、
た
っ
た
２
カ
月
の
議
論
で

中
学
校
を
将
来
２
校
に
す
る
な
ん

て
大
問
題
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
短
時
間

で
決
め
る
こ
と
は
中
止
し
、
市
民

や
地
域
の
声
を
し
っ
か
り
と
き
く

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

街の声

愛西市ＨＰの

検討協議会へ

愛
西
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
並
び
に
老
朽
化
対
策
検
討
協
議
会
は
、

６
つ
の
中
学
校
を
最
終
的
に
２
つ
に
減
ら
す
「
基
本
計
画
（
協
議
会
案
）
」

を
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
は
了
承
し
ま
し
た
。



市
「
月
５
０
０
円
の
値
上
げ
す
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
は
継
続
し

な
い
。
」

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
「
給

食
費
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
質
問
。

市
は
「
食
材
価
格
の
高
騰
が
大

き
く
な
り
、
従
来
の
給
食
費
の
範

囲
で
安
定
し
た
学
校
給
食
を
供
給

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
令
和

４
年
11
月
か
ら
、
一
人
１
食
30
円

を
値
上
げ
す
る
」
と
答
弁
。

ま
た
、
河
合
議
員
は
、
無
償
化

の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
「
無
償
化
期
間
を
12
月

ま
で
延
長
、
令
和
５
年
３
月
ま
で

は
給
食
費
の
保
護
者
負
担
を
据
え

置
く
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
「
恒

久
的
な
給
食
費
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。
市
の
補
助
に
つ
い
て

も
、
以
前
か
ら
一
人
１
食
10
円
の

補
助
を
行
っ
て
お
り
、
増
額
す
る

予
定
は
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

病
児
保
育
は
、
医
師
が
常
駐
し

て
い
る
施
設
な
ど
で
、
病
気
の
急

性
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
一
時
的

に
預
か
る
制
度
で
す
。

病
後
児
保
育
は
、
病
気
や
け
が

な
ど
の
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん

を
一
時
的
に
預
か
る
事
業
で
、
看

護
師
等
が
い
る
保
育
所
併
設
施
設

な
ど
で
預
か
る
制
度
で
す
。

愛
西
市
で
は
、
病
児
・
病
後
児

保
育
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
か
ら
「
他
の
自
治
体
で
は
、

病
院
や
保
育
園
で
病
児
・
病
後
児

保
育
を
や
っ
て
い
る
。
医
者
や
看

護
師
な
ど
が
い
る
の
は
安
心
で
き

る
し
、
愛
西
市
で
は
や
ら
な
い
の

か
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
の
和
久
議
員
は
、
愛
西
市
も

保
育
園
や
病
院
で
実
施
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

市
は
「
ニ
ー
ズ
や
保
育
園
な
ど

担
い
手
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
も

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
く
」
「
医
療
機
関

の
新
た
な
開
業
な
ど
、
相
談
の
機

会
が
あ
れ
ば
、
制
度
の
紹
介
を
し

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
が
、
第
７

波
の
感
染
状
況
を
質
問
す
る
と

「
急
激
に
感
染
拡
大
が
起
こ
っ
て

い
る
。
52
人
の
方
が
な
く
な
り
、

市
の
職
員
、
学
校
、
保
育
園
児
童

館
な
ど
で
も
感
染
拡
大
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

（
左
表
を
参
照
）

河
合
議
員

「
市
が
独
自
に
感
染
対
策
を
行
え
」

感
染
抑
止
の
た
め
、
市
独
自
に

感
染
対
策
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま

し
た
が
、
市
は
「
市
独
自
の
支
援

の
仕
組
み
を
作
る

考
え
は
な
い
」
「
県
に
感
染
情
報

の
提
供
を
求
め
る
考
え
も
な
い
」

「
コ
ロ
ナ
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
」
「
市

の
事
業
と
し
て
検
査
キ
ッ
ト
を
配

布
、
郵
送
す
る
考
え
は
な
い
」
と

答
弁
。
す
べ
て
否
定
し
ま
し
た
。

市
「
感
染
対
策
は
自
助
努
力
と

自
己
責
任
で
」

さ
ら
に
市
は
、
「
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
消
毒
・

う
が
い
の
習
慣
、
３
密
の
回
避
な

ど
の
感
染
予
防
策
を
徹
底
す
る

こ
と
、
ま
た
、
一
人
で
も
多
く

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
ら
え

る
よ
う
周
知
、
情
報
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」
と
答
弁
。

河
合
議
員
は
、
独
自
に
具
体

的
な
感
染
対
策
を
お
こ
な
う
こ

と
に
よ
っ
て
市
民
の
命
を
守
る

責
任
を
果
た
す
よ
う
重
ね
て
求

め
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
減
へ
っ
て
い
な
い

市
は
、
地
方
交
付
税
の
合
併
特

例
が
な
く
な
り
大
幅
に
減
る
と
見

込
み
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は

令
和
３
年
決
算
は
４
億
２
２
０
０

万
円
の
増
収
で
し
た
。

各
種
補
助
金
の
削
減
、
高
齢
者

福
祉
施
策
の
廃
止
な
ど
は
、
行
わ

な
く
て
も
財
政
状
況
を
維
持
す
る

こ
と
が
可
能
で
し
た
。

基
金
の
利
息
だ
け
で
１
億
円

そ
の
上
、
一
般
会
計
の
基
金
残

高
１
７
８
億
５
７
２
２
万
円
の
利

息
は
、
１
億
６
０
０
万
円
に
も
な

り
ま
す
。
利
息
は
さ
ら
に
基
金
に

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

削
減
し
た
福
祉
施
策
を
元
に
戻
せ

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
削
減
・

廃
止
し
た
福
祉
施
策
を
元
に
戻
す

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
の
決
算

は
、
３
億
４
３
１
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
一
年

前
の
保
険
料
の
値
上
げ
時
に
、

「
調
整
交
付
金
や
、
介
護
保
険
準

備
金
を
繰
り
入
れ
れ
ば
、
４
０
０

円
の
値
上
げ
を
行
う
必
要
が
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。
決
算
で
は
指

摘
し
た
通
り
と
な
り
、
介
護
保
険

準
備
金
８
４
０
０
万
円
を
積
み
増

し
ま
し
た
。
党
市
議
団
は
、
第
９

期
の
介
護
保
険
計
画
を
ま
つ
こ
と

な
く
、
介
護
保
険
料
の
見
直
し
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
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病
児
・
病
後
児
保
育

保
育
園
・
病
院
へ
拡
充
し
て

まの和久

議員

学
校
給
食
の
値
上
げ
反
対

無
償
化
の
継
続
を

河合かっぺい

議員

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら

市
民
の
い
の
ち
を
ま
も
れ

愛西市の読者ニュースが毎週

折り込まれます。

お申し込みは共産党市議まで

令
和
３
年
決
算
審
議

コ
ロ
ナ
禍
で
も
基
金
は
９
億
３
９
０
０
万
円
増
加

〈
介
護
保
険
会
計
〉

３
億
４
３
１
万
円
の
黒
字

高
い
介
護
保
険
料
を
値
下
げ
を


